
10■広報ふじみ

も
必
要
）

③
そ
の
他
必
要
書
類

〈
す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
方
〉

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
の
間
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
支
給
要
件
の
審
査
を
受
け
ま
す
。

こ
の
届
け
を
提
出
し
な
い
と
８
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〈
手
当
の
支
払
〉

　

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
と
、
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、

４
月
・
８
月
・
12
月
の
年
３
回
、

支
払
月
の
前
月
ま
で
の
分
が
受
給

者
の
指
定
し
た
金
融
機
関
へ
口
座

振
込
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す
。

〈
手
当
の
額
〉

　

別
表
２
の
と
お
り
で
す
。
支
給

制
限
限
度
額
は
別
表
３
を
参
照
く

だ
さ
い
。

〈
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

た
方
へ
〉

　

手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な

る
場
合
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
に
は
子
ど
も
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
あ
な
た
が
、
結
婚
し
た
と
き
。

　

婚
姻
届
を
出
さ
な
く
て
も
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
（
男
性
と
同
居

あ
る
い
は
同
居
が
な
く
て
も
頻
繁

な
訪
問
が
あ
り
、
か
つ
生
計
費
の

補
助
が
あ
る
等
、
当
事
者
間
に
社

会
通
念
上
、
夫
婦
と
し
て
の
共
同

生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
が

存
在
す
る
場
合
）
と
な
っ
た
場
合

も
含
み
ま
す
。

②
現
在
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
の

養
育
を
し
な
く
な
っ
た
と
き
。
（
児

童
が
父
に
引
き
取
ら
れ
た
と
き
や

児
童
の
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
）

③
現
在
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
が

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

と
き
。
ま
た
は
里
親
に
預
け
ら
れ

た
と
き
。

④
あ
な
た
が
、
公
的
年
金
（
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、

恩
給
、
労
働
者
災
害
保
険
法
に
基

づ
く
年
金
な
ど
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

⑤
そ
の
他
受
給
資
格
要
件
に
あ
て

は
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
き
。

※ 

手
当
の
受
給
資
格
が
な
い
の

に
届
け
出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
を

受
け
て
い
た
場
合
は
、
そ
の
期
間

の
手
当
金
額
は
返
還
し
て
い
た
だ

児童扶養手当額 （別表2）

支給制限限度額表 （別表3）

注1）老人控除対象配偶者・老人扶養親族がある場合は、該当者１人につき、この額に100,000円（但し、配偶者
　　 及び扶養義務者の場合は60,000円）、特定扶養親族がある場合は、１人につき150,000円が加算されます。

手当額＝41,710－（受給者の所得額－所得制限限度額）×0.0184162
※一部支給は所得に応じて月41,710円から9,850円まで10円きざみの額です。

区　　　分 月
児 童 加 算 額

第　2　子 第3子以降 1人につき

全部支給の場合

一部支給の場合

41,720円

所得額に応じ
41,710円～9,850円

5,000円 3,000円

扶養親族等の数
全部支給の場合 一部支給の場合

配偶者及び
扶養義務者

本　　　　　　　人

0　人

1　人

2　人

3　人

4　人

5　人

190,000円未満

570,000

950,000

1,330,000

1,710,000

2,090,000

1,920,000円未満

2,300,000

2,680,000

3,060,000

3,440,000

3,820,000

2,360,000円未満

2,740,000

3,120,000

3,500,000

3,880,000

4,260,000


